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 　平成 30 年に改訂された高等学校学習指導要領には、改訂にあたり、3 つの基本的な考え方が示され
ており、その第一の柱が社会に開かれた教育課程である。未来を切り開く生徒をどのように育成するか
について、学校と社会がその目標を共有し、学校と社会が協働・連携してその達成を図るというもので


































ついては＜問 3＞で、情報収集については＜問 6＞～＜問 9＞で、整理・分析については＜問 10 ＞で、
まとめ・表現については＜問 11 ＞～＜問 13 ＞で調査した。
 　＜課題（ウ）＞の、高等学校らしい探究ができているかどうかは、仮説設定の指導が十分にできてい
るか、或いは分析を繰り返しながら探究の質を高める指導ができているかが決め手になると判断し、こ











































































































































































 　ここでは、＜問 11 ＞発表会を設けているか、＜問 12 ＞発表会の予選会
を設けているか、＜問 13 ＞論文を書かせているかについて尋ねた。＜問
11＞の結果から明らかなように92％の学校が発表会を設けている。また、
















































































































































































































（1）文部科学省「高等学校学習指導要領解説総合的な探究の時間編」平成 30 年 7 月
（2）神奈川県立厚木高等学校「平成 25 年度指定スーパーサイエンスハイスクール実施研究開発実施報告
書 第 4年次」平成 29 年 3 月
（3）神奈川県立厚木高等学校・学校設定教科・科目「ヴェリタス」における指導用教材＜ミニ課題研究「暖
かいカイロの条件」＞　平成 30 年 5 月
